
 
 

日時  2015年６月２7日(土)15:30～17:30 
場所  ホテル日航姫路 ３階「 光琳の間 」 
          〒670-0962姫路市南駅前町100番地  TEL：079-222-2231              

当日の研究会参加費は医師1,000円、その他の方は500円となっております。  

研究会終了後、意見交換会をご用意しております。 
 

共催：姫路癌治療研究会/兵庫県がん診療連携協議会/大鵬薬品工業株式会社 

15:30～15:35 

        姫路中央病院  院長   立花  光夫  先生 

 「 大腸癌化学療法について 」 

        大鵬薬品工業株式会社  神戸支店   浅井  俊高 

    『 変わりゆく膵がん治療 
               －日本人に適した治療とは？－ 』   

                    大阪府立成人病センター  

                             膵がんセンター 内科系部門長 井岡 達也 先生 
17:20～17:30  

16:20～17:20 

特別講演  司会   姫路赤十字病院 外科  部長 甲斐  恭平  先生 

     姫路医療センター 副院長  和田  康雄  先生  閉会の挨拶 

開会の挨拶 

話題提供 

15:35～15:50 

症例発表 

15:50～16:20 

『 Solid-pseudopapillary  neoplasmに対して 

   脾温存膵体尾部切除術(Warshaw technique)を施行した1例 』  

                                         姫路赤十字病院 外科  梶原  義典  先生   

『 当院における腹腔鏡下膵体部切除の経験 』 
                                     姫路赤十字病院 外科  浜野  郁美  先生 

第22回 姫路癌治療研究会                     

  司会     姫路中央病院  院長   立花  光夫  先生 


